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那珂川市の小中学校における、熱中症対策のための指針や
ガイドラインは作成しているのか。

各学校で危機管理マニュアルを作成し、対応している。

熱中症事故防止に向けた各学校の具体的な取り組みは。

①ミリカローデン那珂川室内プール天井等改修工事が行われます。

②アピアランスケア用品購入費が補助されます。

③博多南駅ビル内のバスナビションが取り替えられます。

④今立公園の照明灯の老朽化に伴って新照明灯が設置されます。

⑤那珂川南中渡り廊下改修工事が行われます。

　アピアランスケアとは、がんやがん治療

にともなう外見の変化による気持ちの辛

さを和らげるケアです。

　今回の補助制度は、医療用ウイッグや

補正具などを購入した際、購入費の1/2

は個人負担で、残り1/4ずつを県と市が

負担します。

「熱中症予防に個別の対応を」

春田

春田

児童生徒が危険を予測し、様々な熱中症予
防になるものを学校に持って来ることも考えら
れるが、個別の対応は出来るか。

春田

部長

全ての学校の実態に応じた作成が義務付けられている。

学校保健安全法に基づく危機管理マニュアルとは、どういった
ものなのか。
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熱中症警戒アラート情報と校内各所で測定している熱さ指数
を基に、当日の活動内容の変更や中止の判断をしている。

部長

熱中症予防となるものを持参したい旨は、個別
の相談をして頂ければ考える。

部長

スクールロイヤーの役割は。

学校で起こるトラブルや過剰な要求などについて相談に応じ
たり、解決を目指す弁護士。

有効性は理解するが、現段階では考えていない。

｢スクールロイヤーについて｣
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部長

県教育委員会の相談窓口や顧問弁護士を活用することで負
担軽減を考えている。

部長

市独自でスクールロイヤーを導入する考えは。

学校を取り巻く環境は大きく変わり複雑化し、多様化している。
スクールロイヤーを設置することで教師の負担軽減につなが
ると考えるが。
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1,200万円余増額

  500万円余

11億

220億

一般会計補正予算

令和5年度一般会計予算

■主な議案のみご紹介します

■定例議会を振りかえって

令和5年9月那珂川市議会定例会

会期22日間（9月7日から9月28日まで）

議案22件、報告3件、認定9件、決議１件が上程され審議されました。


